





























学 干ヰ 受験者数 平均点
経営情報実務 67名 約57.8点
現代文化 26名 約54.7点
j人二 体 93名 約56.9点
実際の得点分布を見てみると，かなり大きな広がりを持っていたことが分かる。 90点以上の
かなり基礎力のある学生が6名，次いで75点から 89点までのある程度基礎力のある学生が 10
名， 29点以下のほとんど基礎力のない学生が7名おり，その中間に 30点から 74点までの中間
層があった。しかし，よく見るとその中間層の中にもいくつかの山があった。 60点から 74点ま






~ 干ヰ 受験者数 平均点
経営情報実務 47名 約55.0点
現代文化 12名 約52.6点








14年度は60点から 74点までの上位の層に 26名， 45点から 59点までの中位の層に 24名， 30
点から 44点までの下位の層に20名の学生がいて，得点層が上位になればなるほどそれだけ学生
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戸て且「． 科 受験者数 平均点
経営情報実務 33名 約50.5点
現代文化 10名 約50.4点







とも 15年度と同様で、あった。それに加えて 75点から 89点までのある程度基礎力のある学生
が5名となり，前年より 3名減少してしまった。中間層の中を詳しく見てみると， 60点から 74






学 科 受験者数 平均点
経営情報実務 57名 約56.9点
現代文化 23名 約55.5点







なかったが， 75点から 89点までのある程度基礎力のある学生が 19名おり，この層が本学を引っ
張る牽引車的存在になっていた。受験者数が80名なので，約4人に1人がここに属していたこ
とになり，この年度の躍進を支えた原動力のひとつになっていた。 29点以下のほとんど基礎力
のない学生が6名いたが，この割合は 16年度とほぼ同じであった。 30点から 74点までの中間
層は55名であった。この中間層の中を詳しく見てみると， 60点から 74点まで、の上位の層に 18













































の中間層を見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 12人 45点から 59点までを中位の層
に18人， 30点から 44点までを下位の層に 22人となっており，これまで通り基礎力のない学生
の多さが目立つ。 75点から 89点までのある程度基礎力のある学生の層は，昨年の6名から，今













10名。 30点から 74点までの中間層を見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 15人， 45



























15 5 20 （人）10 
受験者数は12名減少，平均点は昨年と比べ5点マイナスであった。得点分布グラフの形も当
然異なっている。昨年度のピークは50~ 54点と 40-44点のところ（＼ミずれも 10名）にあっ
たが，今年度は30-34点のところに下がってきており， 12名の学生がここにいる。また，第
2のピークもその前後の40～44点と 20-24点にあり，低得点層の膨らみが目立つ。 30点から
74点までの中間層を見てみると， 60点から 74点までの上位の層に 14人， 45点から 59点まで




























































(15) I just bought a new swimming suit. Now I’m ready ( ) summer. 
1. for 2. along 3. at 4. on 
34%の学生が4を選んでLおり， 29.7%しか正解1を選べなかった。 3人に l人も beready for 
を知らない。
正解率が 30%以下だったのは以上の4題であった。 1番から 35番までは基本的な文法・語法，







(2) A : Excuse me. Can you tel me the way to the post office? 
B : Sure. ( ) straight down the street. It’s on the right. 
1. Break 2. Catch 3. Go 4. Put 
次に正解率の高かった問題は37番であり，正解率は81.7%であった。
(37) A : I’m sorry to be late.官iebus didn’t come on time this morning. 
? 5. I月実施の英語力調査およびTOEICテストの結果について
1. This afternoon. 2. Don’t worry. 
3. Yes, you can. 4. No, I didn’t. 
3番目に正解率の高かった問題は10番であり，正解率は80.4%であった。
(10) A: I don’t know ( ) Central Park is. 
B : It’s not far. I’1 show you. 













(26) Be kind ( ) old people on the train. 
1. at 2. to 3. of 
これも正解率は15.8%で， 75%の学生が3と解答していた。
次に正解率の低かった問題は18番であった。
(18) If it ( ) tomorrow, I'l probably stay home and read. 
1. rainy 2. rains 3. raining 4. to rain 
正解率は20.7%であった。半数近くが 1を選んでいたo be動詞がないのに主語 itの後ろに宜
接形容詞をつなげたり， ing形を続けたりする基礎力不足が目立つのは毎年同じ傾向である。
4. from 第2回目（ 1月）は74名が受験し，平均点は57.3点、で第 1回目より 3.8点上昇した。 20年
度が 1.7点の上昇に留まり，昨年度はプラス 4点とかなりの上昇であったが，今年度も満足でき
る上昇率であった。もちろん得点を下げた学生もいるが，多くは得点を上げており，今回は100






(35) A ( ) of children are playing in the park. 


























平成14年度からの全体の平均点の推移を見てみると， 14年度： 56.9点， 15年度： 54.5点， 16
年度： 50.5点と年々下降の一途をたどり， 17年度に 56.5点といったん上昇に転じたが， 18年度
に48.3点と大きく下げ， 19年度： 51.0点， 20年度も 51.0点と戻したが， 21年度は過去最低の
46.0点となり，今年度は53.5点であった。今年度は何とか上昇したが，評定平均値の高い学生
が多く入学した平成17年度を除いて，平均点は段階的に年々低下していると見るべきであろう。
昨年度で下げ止まりしたとも思われるが，来年度に向けて特に明るい材料もなく，再び下がる可
能性もあろう。とは言え，短大で1年間基礎をしっかり学んだ者は着実に実力アップを果たして
いる。数字にもはっきり表れている。我々にできることは，たえず基礎を確認しながら授業を行
い，全体的な底上げをすることだと思う。また同時に，ある程度基礎力のある学生に対して実力
を伸ばせるような指導方法も求められていると思う。
TOEICについては， 400点の学生を出すことを目標に授業を行ってきたが，これについては
目標を達成することができた。 300点以上が12名おり，全員が1年生であるので， 2年次の英語
の授業で更なるスコアアップを目指して指導していくつもりである。
